
特

集

日
台
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

１

｢
台
湾
史
研
究
の
軌
跡
と
展
望｣

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

門
類
別
分
類
か
ら
見
た
台
湾
総
督
府
文
書
研
究

東

山

京

子

(

１)

台
湾
史
研
究
の
先
駆
者
王
世
慶
に
つ
い
て

父
の
残
し
た
史
料
と
文
書
を
事
例
と
し
て

王

孟

亮

(

75)

『

認
識
台
湾

(

歴
史
篇)』
の
編
纂
と
実
証
的
台
湾
史
研
究

日
本
統
治
時
代
の
史
実
解
明
を
中
心
に

�

�

星

(

91)

記
念
碑
か
ら
み
る
二
二
八
事
件
に
お
け
る

｢

族
群
和
解｣

鈴

木

哲

造

(

115)

台
湾
探
訪
と
二
・
二
八
事
件
・
白
色
テ
ロ

台
湾
現
代
史
の
負
の
遺
構
を
訪
れ
る

京

俊

介

(

135)

問
題
提
起

台
湾
史
研
究
の
総
括
と
今
後
の
課
題

檜

山

幸

夫

(

163)

日
本
の
歴
史
学
界
に
お
け
る
台
湾
史
研
究
の
特
徴
に
つ
い
て

川

島

真

(

181)

台
湾
史
研
究
に
お
け
る
台
湾
総
督
府
文
書
目
録
編
纂
の
果
た
し
た
役
割

松

金

公

正

(

187)

台
湾
史
研
究
者
に
と
っ
て
の
台
湾
総
督
府
文
書
の
意
義

台
湾
先
住
民
史
研
究
に
そ
く
し
て

松

田

京

子

(

193)
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近
代
地
域
史
研
究
者
に
と
っ
て
の
台
湾
総
督
府
文
書
目
録
編
纂
の
意
義

本

康

宏

史

(

197)

戒
厳
令
下
台
湾
に
お
け
る
日
本
人
留
学
生
に
と
っ
て
の
台
湾
研
究

久
部
良

和

子

(

203)

｢

台
湾
史
研
究
の
軌
跡
と
展
望｣

研
究
集
会
に
参
加
し
て

水

野

保

(

207)

｢

台
湾
総
督
府
公
文
類
纂｣

編
纂
事
業
に
つ
い
て

陳

文

添

(

211)

台
湾
総
督
府
文
書
研
究
の
将
来
展
望

東

山

京

子

(

215)

人
工
知
能
と
台
湾
総
督
府
文
書

目
加
田

慶

人

105

(

226)

論

文

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
財
政
権
委
譲
に
関
す
る
一
考
察

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
中
心
と
し
て

今

井

良

幸

１

(

330)

札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
ポ
ス
タ
ー
か
ら
見
え
る
北
海
道
・
ア
イ
ヌ
と
内
地
の
境
界

渋

谷

努

51

(

280)

研
究
ノ
ー
ト

東
海
地
域
の
大
学
に
お
け
るL

G
B
T

等
施
策
調
査
結
果
報
告：
現
状
と
課
題

風

間

孝

77

(

254)

北

仲

千

里

藤

原

直

子
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